
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
  
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「その日の授業で分からないことはその日のうち

に分かるまで教える学校」を目指します。 

 
◎ 言語能力の向上、英語教育の充実、算数・数学の基礎基

本の習得を徹底します。 

◎ 少人数指導の充実（算数・数学・外国語）を図ります。 

◎ 第５・６学年は 50分授業と一部教科担任制（社会・理科）を

推進します。  

◎ 個別学習室を活用した補充学習やソフト教材を採用し個に

応じた指導を展開します。 

◎ 第１～９学年の９年間を通じた英語によるコミュニケーション

活動を充実します。 

異年齢集団の交流と学び合いを生

かした教育活動を推進します。 

 

◎ 複数学年が交流する飯盒炊爨・総合

学習等を実施し学園生活に活力を与

えます。 

◎ 運動会・桜祭(文化的行事）の新しい発

表形態を立案し実施します。 

◎ 豊かな情操と礼儀や節度ある態度を育

む儀式的行事（卒業式等）を研究し実

施します。 

体験を重視した活動を通して我が国の

伝統・文化の理解を深め尊重する態度を

育てます。 

 
◎ 学校田「大泉桜の里」を活用して稲作体験や農

家の方と交流を行い、伝統と文化の理解を深め

ます。  

◎ 昔の遊びや墨絵・生け花・茶道・能・狂言・伝統

工芸・民族舞踊・和楽器などの体験活動を系統

的に位置付けて充実させます。 

◎ いろはかるた・百人一首等を中心とした伝統的

な言葉の獲得を重視した言語活動を充実しま

す。 

児童・生徒の健全育成と家庭・地域との連携

強化を目指します。 

 
◎ 全学年に標準服を導入し、自分の学校に対する誇りや

愛校心、優しさと礼儀や秩序を向上させます。 

◎ 学校応援団・青少年育成委員会・青少年委員等家庭

や地域との９年間を見通した連携を強化して健全育成に

努めます。 

◎ 第５・６学年から参加を可能とした部活動を充実させ児

童・生徒の人間関係を豊かなものにします。 

◎ しつけや礼儀などあるべき子供の姿を明確にし、家庭教

育との連携を深めます。 

練馬区初の小中一貫教育校にふさわしい特

色ある学校づくりを目指した環境整備に努め

ます。 

 
◎ 「始めに子供ありき」の視点に立ち、分かりやす

い授業実現のために教育環境の整備と活用
に積極的に取り組みます。 

◎ 今までの既成概念にとらわれない新しい学校の
環境作りに努めます。 

望ましい勤労観・職業観を育成するとともに、自

己の生き方を考えさせます。 

 

◎ 「大泉桜の里」における農業体験を生かし収穫や労

働の大切さを理解させるとともに、環境教育・食育・キ

ャリア教育を充実します。 

◎ 地域の教育力を生かした職場体験や大泉特別支援

学校との交流を促進していきます。 

 

小中一貫教育に関する校内研究の

推進と一貫教育９年間にふさわしい

カリキュラム開発に取り組みます。 

 
◎ 小中一貫教育校の学校運営に関す

る研究を行い随時情報発信します。 
◎ 小中一貫教育９年間にふさわしいカリ

キュラムを開発し、研究授業を通して
実証します。 

４月 始業式 

第５～７学年飯盒炊爨 少人数指導（英語） 

第５学年大泉桜の里で田植え・稲刈り 

百人一首大会 ふれあい給食(ランチルーム) 

大泉特別支援学校との交流 

室町文化体験（墨絵） 

９年間を見据えた教育活動を「命の教育」を根幹に置き、社会を

担う児童・生徒の自覚と自立の精神を育成します。 
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○大泉桜学園 組織図 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

○ 本校の沿革(略) 

 

 

平成２３年 ４月 １日 練馬区立小中一貫教育校大泉桜学園開校 

平成２３年 ４月 １日 初代校長 木下川 肇 着任 
平成２３年 ４月 ６日 開校式・始業式（第２学年７３人、第３学年６５人、 

第４学年７９人、第５学年７７人、第６学年６８人、 
第８学年４８人、第９学年４６人） 

平成２３年 ４月 ７日 第１回入学式（第１学年６２人、第７学年７８人） 
平成２３年 ９月 
 
平成２３年１０月 １日 
平成２３年１１月 ５日 
平成２４年 ２月 
平成２４年 ３月 ８日 
平成２４年 ３月１９日 
平成２４年 ４月 ５日 
平成２４年 ４月 ９日 
平成２４年 ５月２６日 
平成２４年１０月２３日 
平成２５年 １月 
平成２５年 ２月 ８日 
平成２５年 ３月１９日 
平成２５年 ４月 ９日 

ランチルーム、東多目的室、多目的作業室、小多目的室、 
面談室、教材室改修 
第１回運動会 
開校記念式典 
学習発表会（作品展） 
第１回桜祭（和光市民文化センターサンアゼリアホール） 
第１回卒業式（第６学年６７人、第９学年４６人） 
開校記念日時計設置・除幕式 
第２回入学式（第１学年６１人、第７学年７０人） 
第２回運動会 
第２回桜祭 
学習発表会（作品展） 
練馬区教育委員会教育課題研究指定校研究発表会 
第２回卒業式（第６学年７７人、第９学年５０人） 
第３回入学式（第１学年７４人、第７学年８４人） 

主幹

平成25年度

校務分掌一覧

校長

教務(難波）

平成25年5月24日

総務 進路学習（渡瀬）

副校長 佐藤明（生活・進路学習）　太田眞（教務・研究）　蛭田（特別活動）

渡瀬(進路学習）　難波(教務・研究）　関野(生活・特別支援）

生活指導(関野）

企画委員会 職員会議

特別活動(佐藤彩）
人権尊重教育
(命の教育推進担当)

①人権尊重教育推進

②全体計画、指導計画の作成

教育相談
(SC・ふれあいとの連携推進担当)

①生活指導全体計画の作成

②配慮児童・生徒の調査

③教育相談推進

④スクールカウンセラー、心のふれ
あい相談員との連携

安全教育・交通安全
(命の教育推進担当)

①校内外生活（手帳、目標、地区
班、落とし物、生活のきまり等）

関野
北原
植田

②看護当番

③避難・防災訓練

④安全指導の推進・交通教室

⑤安全点検

⑥セーフティ教室

⑦長期休業指導

⑧教師の申し合わせ事項

⑨緊急時対応マニュアル

環境整備
(環境教育・安全点検活動推進）

①清掃、美化活動計画

②清掃用具管理

③EMS推進

④冷暖房器具・冷水器・扇風機

⑤クリーン運動計画等

給食指導・ランチルーム

(食育教育推進担当)

①給食指導計画

②食育全体計画

③ランチルーム活用計画、推進、管理

④栄養士との連携

⑤食数管理・献立作成
山口
末延
中谷

保健指導・保健管理
(性教育推進担当)

①保健指導（保健委員会）

②定期健康診断

③健康相談

④救急処理

⑤校医等の連絡と執務記録管理

⑥健康診断書管理

⑦スポーツ振興センター

⑧救急救命法研修

特別支援教育
(特別支援教育推進担当)

①特別支援計画・実施

②特別支援教育関係の連絡と調整

③ケース会議

部活動 植田

①計画・編成・募集・運営

②部活見学・体験

植田
高橋

畠中

工平
冨澤

冨澤
山口

高橋

星野
平塚

星野
平塚

冨澤

星野

平塚

高橋

北原

関野

工平

高橋
関野

関野
平塚

北原
関野

畠中

関野
北原

庶　務
①靴箱・傘立て割当

②新任者への表示等

③運営組織表示

④文書・写真保管

⑤児童名簿・職員名簿

教　育　課　程
(小中一貫教育推進担当)
①教務全般（行事・企画・運営・連
絡・調整・編成

②教育計画・時数・届出・要覧等）

③日直割

④個人面談

⑤保護者会

学校評価
(児童生徒・保護者等評価推進担当)

①児童・生徒・保護者等評価推進

②校内評価

週時程・時間割
①チャイム操作 石井

②時間割、講師との連絡調
整、補教割当、依頼

坂本
白澤

③児童下校時間 難波

定　期　考　査
①時程・時間割・監督表

②問題保管

③まとめ

学籍・教科書
①転出入退事務②在籍数表示

③教科書事務④在学証明

⑤補助教材届

⑥出席簿・指導要録管理
渡邊
石井

⑦通知表改訂

⑧修了証

⑨学級編成準備 難波

学校説明会
(開かれた学校づくり・地域担当)

①新入生説明会

②学校説明会

③新入生保護者説明会

授業公開・成績処理
①学校公開、保護者参観計
画、通知

②成績処理・通知票・管理

上村
渡邊

難波

難波

武者

白澤
小西
武者

渡邊
石井

難波

難波

情　報　管　理
①PCとソフトの管理

②児・生名簿管理

③緊急連絡網（教・児・生）

④家庭調査票

⑤指導の記録保管

⑥会議・委員会等文書、記
録等保管

教室・教具
(環境教育推進担当)
①教室配置・表示

②教材室管理

③物品補充

④ロッカー等割当・表示

⑤火元責任者・教室案内板表示

⑥児・生椅子・机移動計画・管理

教　育　実　習
①受け入れ事務

②全体指導計画

③授業研究の連絡・調整

学年・学級経営
(桜学精神推進担当)
①学年・学級・専科経営案の取扱 難波

視　聴　覚
①校内チャイム設定

②放送室管理（放送委員会）

③機器の管理

桜学園だより、HP
(開かれた学校づくり・地域担当)

①学校だより・要覧 難波

②ホームページ作成、更新

③地域担当

学　校　行　事
(開校式典推進担当・儀式等)

①始業式、終業式、修了
式、離任式、対面式

②幼・保との連携

難波
坂本

白澤
小西
上村

難波

石井
渡邊

難波

難波

学習指導 渡瀬

①学力向上推進・授業改善

②個別学習室推進

③学力調査扱い

④各教科年間指導計画作成

⑤海外派遣 渡瀬

道徳教育 濱元

(道徳教育推進教師)

①副読本、教材、教具管理

②全体計画、年間指導計画作
成
③道徳授業地区公開講座準
備、反省、まとめ

情報教育 髙橋吉

(パソコン推進担当)

①情報教育推進

②PC教室割当、管理

③情報アドバイザー・保守業者
との連絡

図書館活動
加藤
田村

①読書活動の推進

②図書室管理

③児童・生徒用図書購入と管理
（図書委員会指導）

伝統文化理解教育 中村

①年間指導計画

②大泉桜の里

③下町伝統工芸体験 髙橋吉

④和太鼓・民舞 田村

⑤茶道体験・室町体験 中村

⑥能・狂言体験 田村

言語活動推進 渡瀬

①百人一首・言語活動

②地域活動推進

交流教育 太田幾

(特別支援学校との連携)

①特別支援学校との連携・推進

②年間計画作成

③福祉に関する学習

進路指導 渡瀬

①進学関係全般

②進路室管理

③ハローワークとの連携

④就職関係

キャリア教育 中村

①全体計画 渡瀬

②職業調べ 田村

③職場体験 髙橋吉

④上級学校訪問 渡瀬

⑤虹を渡ろう 中村

外国語活動 濱元

①指導計画の作成 濱元

②小中の連携
濱元
髙橋吉

渡瀬

太田幾

吉崎
田村
髙橋吉
渡瀬

ベーシックな学習体系、学力向上・個別学習室

渡瀬

濱元

髙橋吉

加藤
田村

中村

児童・生徒会 青木 豊崎 山田 佐藤彩

学級 渡瀬 高橋吉 武者

生活 関野　畠中

整美給食 植田　高橋裕

保健 平塚　星野

図書 田村　大谷　中山

放送 上村　石井

栽培 難波　工平　吉崎　太田幾

環境 中村　坂本

４年集会 濱元　荻島

4年飼育 富澤　小西

4年運動 白澤　渡邊

4年放送 北原　菊地

4年図書 保田　加藤

委員会活動
第4～6学年全員
第7～9学年希望

副校長

体育的行事
青木･植田･坂本･高橋裕･吉
﨑･佐藤彩･渡邊･白澤･富澤

太田眞

文化的行事
太田幾･上村･豊﨑･中山･武
者･大谷･加藤･小西･菊地

蛭田

研究推進
中村･渡瀬･高橋吉･田村･石
井･荻島･濱元･難波

太田眞

特別支援・
教育相談

関野･工平･平塚･山田･畠中･
北原･保田･星野

佐藤明

４　委　員　会期 学年 副校長 期長 担任
1年 白澤・富澤・保田
2年 濱元・小西
3年 渡邊・加藤
4年 北原・荻島

5年 佐藤彩・畠中

6年 中村・大谷

7年 武者・高橋裕・山田

8年 関野・坂本

9年 植田・青木 渡瀬・上村・工平

濱
元

菊地・石井・田村

太田幾・星野・豊崎

難波・平塚
上村・工平石

井

佐
藤
明

渡
瀬

副担任

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

蛭
田

太
田
眞

石井・田村・吉崎

高橋吉・豊崎・平塚・中山

国語・書写 渡瀬 田村 保田 小西

社　　会 石井 畠中

算数・数学 関野 工平 吉﨑 難波

理　　科 髙橋裕  北原 中村

生活・総合 富澤 濱元

音　　楽 太田幾 武者 白澤

図画工作・美術 菊地 豊崎 中山 

体育・保健体育 植田 青木 渡邊 荻島

家庭、技術・家庭 佐藤彩 坂本

外　国　語 髙橋 山田 上村 大谷

道　徳 濱元 渡瀬

総　合 加藤

教科・教科外

施設管理 樋沼

①施設の管理
樋沼
加藤

予算・財務・物品管理 樋沼

①予算編成・執行 樋沼

②予算・財務管理 樋沼

③物品管理 加藤

給与・共済・就学援助・学納金 加藤

①文書収受・発送②交換便
荒川
野辺

③給与・旅費等
加藤
荒川
野辺

④学納金徴収 荒川

⑤就学援助 荒川

⑥人事関係 加藤

用　務 蛭田

①用務関係全般 副校長

②安全点検推進 蛭田

③副校長、管理と係の連絡 太田

環境整備 佐藤

①環境整備・省エネ
佐藤
蛭田

②安全確認 蛭田

③施設管理 佐藤

渉　外 蛭田

①保護者組織との連絡調整 蛭田

②地域、他の諸機関との連絡調整 太田

桜連絡会 蛭田

広　　報 加藤

リサイクル 白澤

文　　化 渡邊

サポーター要請 荻島

校　　外 北原

渉外　蛭田副校長

北原・関野
北原・関野
佐藤彩・坂本
星野・平塚

入学 蛭田

卒業 佐藤明

予算 太田眞

食育 蛭田

学校評議員会 太田眞

佐藤明

不登校対策
学校サポートチーム

セクハラ防止
学校保健

難波・渡瀬・関野

特別委員会

第1・7学年、教務、音楽
第6・9学年、教務、音楽
主幹・事務・各主任
養護・生活指導・給食部

学級活動 佐藤彩

①年間指導計画の作成 佐藤彩

児童会・生徒会・委員会 佐藤彩

①年間指導計画 佐藤彩

②児童・生徒会活動（総会。対
面式、励ます会、ボランティア活
動、盲導犬、ユニセフなど）

青木
豊崎
山田
佐藤彩

②たてわり活動
菊地
荻島

③飯盒炊爨
山田
大谷

クラブ・委員会活動

①クラブ
菊地
佐藤彩

②委員会
保田
大谷
中山

部活動 担当者

サッカー 髙橋裕・佐藤明

バレーボール 関野・蛭田

硬式テニス 植田・中村・木下川

バドミントン 石井・植村・濱元

剣道 工平・渡邊

ソフトボール 渡瀬

吹奏楽 武者

英語 山田・白澤

美術 豊崎・坂本・大谷

野球 髙橋吉・太田眞

バスケットボール 青木・畠中

部活動　(第5学年以上）

中村、渡辺

難波、小西

畠中、荻島

北原、濱元

太田幾

大谷

保田、白澤

菊地、加藤

富澤

佐藤彩

手芸

マンガ・イラスト

料理

 ペーパークラフト工作

ダンス

パソコン

クラブ活動　(第4～６学年）

球技

バドミントン

卓球

音楽

教 務 教務主任２名
生 活 生活指導主任
進 路 学 習 進路学習主任
特 別 活 動 特別活動主任
研 究 推 進 研究主任
養 護 保健主任
事 務 事務主任

企画委員会(火曜日１校時）

知・徳・体の調和のとれた児童・生徒の育成を目指し教育目標を「桜学精神」と定めました。桜は、

人々に愛され親しまれ、その四季の移ろいの風情は、勇気と希望とうるおいをもたらしてきました。

桜から学ぶとは、森羅万象の偉大さを桜という樹木を通して謙虚に学び、自らを成長させる心構えと

実践力を養うことを言います。 

・ 第１に、華ある人とは、自分の良さを発揮して他の人と共に幸せに生きようと心がけることで成し
得ることができ、元気であることが基本となります。 

・ 第２に、満開の桜の花は美しく、咲く時機（チャンスとタイミング）を心得ているかのようです。
また、木枯らし吹く寒さの頃に、既に花のつぼみはあります。苦難の時を越え、新たな大地を開拓
するようなチャレンジの大切さを言います。  

・ 第３に、桜の木の存在は人々に潤いと癒しをもたらしてくれます。自分の命の役割を自覚し自らの
存在を大切にしていける児童・生徒は、周囲の人々に対しても思いやりの姿勢を示せるものです。 

桜
お う

 学
が く

 精
せ い

 神
し ん

 教育目標 

・教育目標を実現するための三つの指針

第５学年～第９学年
桜の花よりも

華ある人
桜の花よりも

時機を知る人
桜の花よりも

愛される人

第１学年～第４学年 元 気 チャレンジ 思いやり

開校式 

運動会組体操 


